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【実施に当たっての工夫】

当運営委員会では、「学校支援」「放課後支援」「家庭教育支援」について総合的な意見交換をしている。参画する支援者の団体そ
れぞれが多くのネットワークや人脈、ノウハウを持っている。それらを活用し、「一過性ではない地域ぐるみで子どもを支える文化」の創
出をめざし、イベント実施自体を目的としない等、活動についての共通理解をよく図る。

図書館、放課後児童クラブ、地域のコミュニティーセンター、公民館、社会福祉協議会、連合PTA会長、NPOなど、それぞれの団体に
おいて重要な方々で運営委員会が組織されていることから多方面からの協力と連携が得られている。

【関係機関・団体等との連携状況】

〇学校園支援では、「サポートチーム播磨」に登録しているボランティアによる、授業補助や環境整備等の活動が定着してきた。
〇放課後子ども教室では、異学年間交流や、子どもたちと地域ボランティアとの人間関係の構築が見られる等、子どもたちのいい居場
所になっている。
〇家庭教育支援における「わくわく☆ふぇすた」は、約800人以上の人たちが集う一大イベントであり、町民の大きな交流の場となって
いる。
〇本事業におけるイベントを企画運営することで、多くの支援者が顔を合わせ、相互理解を図り、ネットワークの基礎を築くことができ
た。

放課後子ども教室（左）で、地域で活動されている銭太鼓グループの方々が、交流を兼ねて子どもたちに指導している場面。右の写真
は、「わくわく☆ふぇすた」で地域に住んでおられる外国の方に英語指導をしていただいている場面。

放
課
後
子
ど
も
教
室
で
地
域
の

活
動
団
体
と
の
交
流

「
わ
く
わ
く
ふ
ぇ
す
た

」
の
教

室
の
様
子

● その他

● 地域学校協働活動を実施しての効果・成果

● 活動の特徴・工夫

特徴的な取組として「学校園支援」「放課後支援」「家庭教育支援」を3本柱として事業を展開し、学校園・家庭・地域が今まで以上に
連携・協働しながら地域の教育力向上を図っている。特に「家庭教育支援」の事業である「わくわく☆ふぇすた」では、盛大なイベントを
開催することが目的の事業ではない。イベントの企画運営を進めるなかで、「地域の支援者同士のネットワークの構築」「支援者自身の
スキルアップ」「支援者それぞれの活動の質の向上」を目的として事業を実施している。そして本事業が浸透していくことで、地域のつ
ながりが深まり、地域全体で子育てをしていこうという気運が高まることを期待している。

【地域学校協働活動としての特徴的な取組】

079-435-0565

参考URL －

●連絡先 播磨町教育委員会　生涯学習グループ

”つながる地域　　育む子ども”　まちぐるみで子どもの育ちを！

兵庫県播磨町
●活動名 ●関係する学校名

地域の教育力向上事業運営委員会 播磨町立播磨小学校 播磨町立蓮池小学校 播磨町立播磨西小学校
播磨町立播磨南小学校 播磨町立播磨中学校 播磨町立播磨南中学校
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平成 28
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播磨町では、平成27年度は「学校園・家庭・地域の連携協力推進事業」という名称で学校・家庭・地域の連携を図ってきた。28年
度からは、これまでの学校支援地域本部事業、放課後プラン事業、社会教育活性化支援事業を統合し、事業名を「地域の教育
力向上事業」とした。活動においては、「学校園支援」「放課後支援」「家庭教育支援」を3本柱として事業を展開し、学校園・家庭・
地域が今まで以上に連携・協働しながら地域の教育力向上を図っている。そして、この「地域の教育力向上事業」を円滑に推進す
るために、「地域の教育力向上事業運営委員会」(地域学校協働本部）を設置した。播磨町は小学校4つ、中学校2つのコンパクト
な町であり、町全体をまとめた形で事業を展開している。
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